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かやの中央の状況

◆◆◆◆平成平成平成平成１５１５１５１５年年年年 箕面新都心箕面新都心箕面新都心箕面新都心ままままちびちびちびちびららららきききき
・北急延伸を前提としたまちづくりに向け、平成７年 面整備に着手

・開発面積：約22.6ha

・事業費：約225億円

・駅前広場用地を確保（面積：約１ha、事業費：約45億円）

・現在、年間約900万人が来訪



船場地区の状況

まちづくり対象区域＝箕面市特別業務地区面積

【大阪船場繊維卸商団地設立の経緯】

■大阪船場繊維卸商団地（船場地域）は、昭和38年、国の流
通近代化政策の一環である「中小企業近代化資金助成」
による「卸売業店舗集団化事業」を活用し、大阪市本町の
船場から中小卸売業者が移転、形成した産業集積地であ
る。

■平成7年には中小企業高度化資金融資を完済したが、その
後、日本経済全体が低迷するなか、卸売業を取り巻く環境
は特に厳しく、倒産・移転する企業が相次いだ。それによ
り、卸商団地でありながら団地内で住居や遊技施設など
が増加し、卸商団地としての機能が著しく衰退している。

■また、建物造成から約40年を経過し、その更新時期が迫っ
ており、厳しい経営状況のなか、各企業は対応を求められ
ている。

造成を終えた頃の船場団地 現在の船場団地

まちづくり対象区域
面積：約5３.0ha

【凡 例】

まちづくり対象区域

船場団地区域



船場地区の課題と解決の方向性

■ 卸商団地機能の衰退 ■ 迫る建物更新時期

■ 北大阪急行線延伸によって土地利用の可能性が高まり、ミニ開発が頻発す
ることで、物流機能・住機能とも劣悪な環境となる可能性大

課

題
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■ 産業・商業機能の活性化 等

■ 関係者が一体となってﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ作成し、まちづくりの方向性を共有化

■ 再整備の手法、資金計画の検討

■■■■ 団地組合団地組合団地組合団地組合がががが検討検討検討検討をををを開始開始開始開始 (団地再整備検討委員会団地再整備検討委員会団地再整備検討委員会団地再整備検討委員会））））


